
《取り組んだ課題》 《活動の成果と評価》

《具体的な取り組み》 《今後の課題》
・ミーティングを実施し、センター方式によ
るアセスメントから見直してアプローチ、ケ
アの統一を考えた。
・ケア統一の為の情報共有をより深めるため
にはどうすれば良いかを考える(ミーティング
の参加)

お1人お1人ご本にのニーズは何かを考え、目
標→計画→実行→評価をきちんと繰り返し、
意識していく事を考えるチームにしていきた
い。そして認知症であっても、安心で穏やか
に過ごせる日常を作り出したい。

自部署の役割

特徴等

ご利用者が可能な限り、自宅で自立した生活が出来るよう孤立感の解消や心身機能
の維持、家族の介護負担軽減を目的にご利用者・ご利用者家族に寄り添い、ニーズ
を引き出し必要とされるサービスを提供します。

報告の概要
地域密着型大空での利用者様の1日を通して、認知症を理解しながら安心・安全に
穏やかに過ごして頂く為に必要な事、統一したケアをする為にどのようにすれば良
いか、適切なアプローチは何かを考える。

・チームケア：ケアの統一をする事で安心・
安全・穏やかな環境を作りだす為にどうすれ
ば良いか？
・拒否の強い方へどのようにアプローチする
か
・パーソンセンタードケアに基づいたセン
ター方式でアセスメントし、ご本人の困りご
とを抽出。ケアに生かすことを実践。
・手順書の作成
・個々の利用者の状態を把握しケアスタッフ
と共に穏やかに過ごす方法を考える。

・入浴拒否の強い方(初回入浴から1ヶ月、入
浴する事が出来なかった方)の入浴が続けて入
浴する事へ結びついた。
・帰宅願望と不安にとらわれているご利用者
様に対するご本人のご要望に沿ったアプロー
チを統一して実践することが出来ている。
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